








 

川崎病において冠動脈瘤内の血栓は，正しく評価されるべき重要な問題となっている。断

層心エコ一法は,経時的にその変化をみることはできるが,動脈瘤内の血流情報は得られず,

冠動脈閉塞の診断は困難である。一方冠動脈造影は,血流の途絶した動脈瘤の観察はできず,

侵襲的で繰り返し行うことには困難がある。今回我々は,心電図同期を用いた Magnetic 

Resonance Imaging(MRI)の川崎病冠動脈病変,特に血栓の存在,あるいは瘤内の状態の評

価に対する有用性を検討した。 


